
６月１６日（土）、鳥原児童館において第３回舟着地域協議会が開催され、

地域活動交付金の審査を行いました。

今年度は、５団体から申請があり、審査会当日の

公開プレゼンテーションでは、それぞれ申請事業の概要や

活動に対する熱い想いを発表していただきました。

●鳥原ビオトープの会 【ビオトープ並びに花畑整備事業】 交付決定額：２００千円

ビオトープ池の造成作業とレンゲの栽培を行い、地域の子どもや、児童館を訪れた方に学習

の場と癒しの場を提供する。

●互楽会 【互楽で元気な地域づくり事業】 交付決定額：２００千円

メンバーだけではなく、区民の交流の場として開催しているモーニングの会が継続して実施

できるよう、整備をする。

●舟着交通安全推進協会 【舟着地区交通安全推進事業】 交付決定額：２００千円

交通安全の啓発活動について、地区全体で活動しやすい環境を整える。

●鳥原歌舞伎愛好会 【地芝居新城市無形文化財継承事業】 交付決定額：２００千円

昔から続く地芝居、歌舞伎を守り後世へ伝えることと、世代間、地区内のコミュニケーショ

ンを図る。歌舞伎の練習及び披露する舞台花道の整備を行う。

●舟着ルーキーズ 【舟着地区の青年およびシニアの健康づくり事業】 交付決定額：２００千円

ソフトボールを通じて40～50歳代の健康増進と地域交流を図る。また、地域の安全安心の

ため、奉仕作業を実施している。活動に必要な備品を整備する。
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舟着地域自治区についての情報検索は、こちら…＼(^0^)／

http://www.city.shinshiro.lg.jp

担当：早川 友恵



（「社会を明るくする運動」 舟着保護区保護司会・舟着更生保護女性会）

６月９日（土）に舟着小学校で行われたお楽しみ会が

市内一斉共育の日に開催されました。

「地域と家庭、学校が共に過ごし、共に学び、共に育つ」

共育の活動として、舟着地区の子どもから大人までが、

笑顔に包まれた１日になりました。

防犯教室として、新城警察署の方から防犯についての

お話を聞き、縁日がスタート。

お昼は、炊き出しのカレーライスです。午後からは、

県警音楽隊の迫力ある演奏を聴かせてもらいました。

今日のテーマは「ありがとうが言える人」

縁日は、地区の老人クラブや子ども会、ＰＴＡはじめ、地域で活動している団体のみなさんが趣向

を凝らし、子どもたちとの交流ができました。中学生の姿も多くあり、遊んでくれて「ありがとう」

遊ばせてくれて「ありがとう」の声が体育館に響いていました。

全校児童から「ありがとう」の歌の合唱で幕を閉じた、舟着地区の１日でした。

こんにちは。

舟着地区地域活動支援員の原純一です。
はらじゅんいち

生まれも育ちも、舟着一筋３７才。

住んでいる行政区は鳥原区です。

普段は、介護保険の業務をしています。

趣味はD.I.Y。

休みの日にコツコツと、子どもの勉強机や椅子を作ってみたりと日曜大工を楽しんでいます。

（まだ勉強で使われたことはないですけど…。）

また、今年度は、舟着分団長と鳥原祭礼青年会長という大役を務めさせていただきますので、舟着

地区の皆さんと顔を合わす機会も多いかと思います。

舟着地区の安全と、より魅力ある舟着地区となるよう努めて参りますので、皆様よろしくお願い致

します。


